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情報提供 

広島大学大学院医系科学研究科放射線診断学（粟井和夫教授）は、キヤノン

メディカルシステムズ株式会社（栃木県大田原市）が開発している次世代の

画像診断機器として期待される X 線 CT（フォトンカウンティング CT＝

PCCT）の実用化に向け、共同臨床研究に取り組みます。 

 

PCCT は従来の X 線 CT に比べ、複数のエネルギー収集を可能とする次世

代型検出器（フォトンカウンティング検出器）を搭載した画像診断装置です。

従来装置と比べ高分解能化や低線量化が図れ、さらに収集された X 線のエネ

ルギーを識別し透過した物質の組成を推定したり、定量値を算出したりする

ことで画像診断の精度向上が期待されています。 

 

キヤノンメディカルシステムズは画像診断システムでの国内シェアナンバ

ーワンで、これまでも革新的な CT 技術を実現。今年 4 月から臨床研究法に

基づく PCCT の特定臨床研究を、国立研究開発法人国立がん研究センター先

端医療開発センターおよび東病院（千葉県柏市）と実施しており、日本、米国、

欧州等のさまざまな国際学会で報告を行っています。この度、より幅広い臨

床研究の推進と早期実用化を目指し、広島大学とキヤノン製 PCCT を活用す

るための共同研究契約を締結。PCCT を用いた臨床研究を令和 6 年 4 月頃よ

り開始します。 

 

広島大学では、設置後数カ月は臨床例を重ね、操作性や撮影条件などを従

来の

来の針井和授
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